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急性片側性顔面神経麻痺 42 例、健常人 15 例を対象とした。空間コード化法を用いた小型・軽
量・高速 3-D 計測装置 Catesia を用い、安静時、額の皴寄せ、弱閉眼、イーと歯をみせる、口笛
運動の 5 表情を撮影し、その 3-D 形状写真を基に、オリジナルの特徴点検出ソフトを用いて顔面
の特徴点を検出して、特徴点間の距離の変量を算出し、麻痺側・非麻痺側を比較し麻痺の程度を
解析した。まず、額、目、口の領域毎の麻痺の程度を検討し、それぞれ FSS（forehead symmetry 
sore）、ESS（eye symmetry sore）、MSS（mouth symmetry sore）と名付けた。次にこれらの
和から全体の麻痺の程度を予測柳原スコア、H-B スコアとして算出し、5 人の専門医師が採点し
た既存の評点法（柳原法、H-B 法）の平均値との相関性を検討した。また、3-D 計測と 2 次元（2-D）
計測から得られる結果を比較検討した。 
【結果】  
FSS は 2-D、3-D ともに柳原法と良好な相関関係を認め 3-D; r2 = 0.72、 2-D; r2 = 0.71、 H-B
法とも良好な関係を認めた（3-D; r2 = 0.70, 2-D; r2= 0.68)。ESS も、2-D、3-D ともに柳原法、
H-B法と良好な相関関係を認めた (柳原法: 3-D; r2 = 0.69、 2-D; r2 = 0.70、 H-B法: 3-D; r2 = 0.56、 
2-D; r2 = 0.62)。MSS は 2-D 解析では柳原法と H-B 法ともに相関は不良であったが(柳原法： r2 = 
0.25、H-B 法; r2 = 0.28)、3-D 解析では柳原法、H-B 法ともに良好な相関関係を認めた (柳原法: r2 
= 0.80、 H-B 法; r2 = 0.75）。2-D 解析と 3-D 解析の不一致の原因を確かめるため、柳原法 8 点、
H-B 法 Grade VI の高度麻痺例の MSS を比較したところ、2-D では 162％、3-D では 2.4％であ
り、奥行方向を捉えられない 2-D では MSS が過大に評価されていた。最後に、顔全体の麻痺の
程度を 3-D で評価したところ、予測柳原法スコアと予測 H-B スコアと実測の柳原法、H-B 法の


























法を考案し、従来の柳原法や House-Brackmann 法との互換性についても検討した。 
 
【方法】 
急性片側性顔面神経麻痺 42 例を対象とした。3-D 計測装置を用い、安静時、額の皴寄せ、弱閉眼、イー
と歯をみせる、口笛運動の 5 表情を撮影し、その 3-D 形状写真を基に、特徴点マーキングソフトを用いて
顔面の特徴点をマーキングし、特徴点間の距離を算出し、麻痺側・非麻痺側とを比較し麻痺の程度を解析
した。まず、領域毎の麻痺の程度(FSS: Forehead Symmetry Score)、ESS（Eye Symmetry Score）、MSS
（Mouth Symmetry Score）を解析し、次にこれらの和から顔全体の麻痺の程度を予測柳原スコア、H-B ス
コアとして算出し、5 人の専門医師が採点した既存の評点法（柳原法、H-B 法）の平均値との相関性を検
討した。また、3-D 計測と 2 次元（2-D）計測の相違を検討した。 
 
【結果】  
FSS、ESS は 2-D、3-D ともに柳原法と良好な相関関係を認めた (FSS: 3-D; r2 = 0.72、 2-D; r2 = 0.71、
ESS: 3-D; r2 = 0.69、 2-D; r2 = 0.70)。MSS は 2-D では柳原法と H-B 法ともに相関は不良であったが(柳原
法： r2 = 0.25、H-B 法; r2 = 0.28)、3-D では良好な相関関係を認めた (柳原法: r2 = 0.80、 H-B 法; r2 = 
0.75）。2-D で相関が不良な原因として、とくに高度麻痺例で、2-D では奥行方向を捉えられないため
MSS が過大評価されていることが分かった。最後に、顔全体の麻痺の程度を 3-D で評価したところ、予測
柳原法スコアと予測 H-B スコアと実測の柳原法、H-B 法の相関は良好であった (柳原法: r2 = 0.85、 H-B















長と問題点について、2)Fig.1 の 3-D 計測装置の測定原理について、3)麻痺解析方法 (顔特徴点のおよび
解析式の決定根拠等)について、4)今後の展望と 3-D での顔面運動の動的解析の可能性について等、計 8
項目、次いで第 1 副査の山田教授より、1)現在普及している評点法による検者内差異はどの程度で本シス
テムにより回避しうるかどうか、2)本システムの特長である 3-D 計測が 2-D と比べて決定的に異なる点は
何かについて、3)Bell 麻痺と Ramsay-Hunt 症候群とで本システムの計測結果に違いはあったか、4)将来展
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